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菌作用 並びに INH との 併用 効果 につ いて,
H37Rv株を対象に10%血清加キルヒナ-培地を
用いて検討 した結果,持続性サルファ剤単独の
制菌力は何れも弱 い が, MS-53,SP,SY-1は
SIに匹敵する効果を持ち, 又何れの薬剤も接
種菌量が少なく,培地 pHが酸性になる程制菌
力は増強された｡ INH との併用効果は SIが最
もす ぐれ,続いてSP,SY-1,次で MS-53,SDM,
以下 SIM,SMP,SMM の順であった｡ MS-53
に於ては SI同様, INH感受性菌に対するより
も耐性菌に対 して比較的制菌効果が強かった｡
第 1章 緒 論
昭和29年 4月第29回日本結核病学会総会に於
て内藤が始めて結核化学療法に於ける INH と
Sulfisoxazoleとの 併用効果 を 発表 してから8
年余になる｡今では此の併用術式は健康保健の
治療指針や 結核予防法 の 医療基準にも採用さ
れ,広 く一般に利用されるに至って居る｡
一方最近新 しく持続性サルファ剤が続々と現
























































びSIM の5剤は, 注射液を蒸潜水で稀釈 し, 夫々















3. 昔 接 種
Tween-albumin培地に繰返えし継代培養した研
究室保存のH37Rv感性株 (H37RvS),及び同INH耐
性カタラーゼ陽性 株 (H37Rv-INH用), 同陰性 株
(H37Rv-INHH)を用いた｡ これらの株を Tween-
albumin培地に10-14日間深部均等培養した培養液


















級, Spectrocolorimeterで 2.5mg,0.5mg,及 び
0.05mg/ccの濃度になる様に Tween-albumin液
で稀釈した｡











種菌量 は培地 1cc当た り 0.1mg,0,01mg,又 は
0.001mgとなる｡













第3章 実 験 成 績
1) 各種サルファ剤の結核菌制菌作用
我 々の研究室では SIの結核菌に 対する制菌
力が,培地 pHや接種菌量に著 しく影響される
事を経験 しているので11),本実験に於ては培地
pH と接種菌量を 3段階にかえて行 った｡




濃度 (MIC)は,MS-53及び SPが 31.3γで最
も強 く,SI及び SY-1が 62.5γで これに次ぎ,





























判 定 2週 接種菌量 0.01mg
表3 各種サルファ剤の結核菌発育抑制最低
濃度 ;接種菌量の影響







SMM及び SIM が これに次ぎ (8-16), Iso-










(-)株に対 して強い事が分った｡ 即ち MS-53
の H37RvSに対する MICは 31.3γであるに対




判 定 2週,接種菌量 0.01mg,培地 pH6.5
* KatalaseM株, **KatalaseH株
京大結研紀要 第11巻 第 1号






かえて行なった｡表 5は培養 2週間後 の 判定成績 を 示 したものであ
る｡ INH単独 の MICは, 接種菌量0.01mg,
培地 pH5.5で 0.0625γ,pH6.5及び7.5で 0.12





いが,培地 pH6.5で接種菌量 0.1mgではいずれの サルファ剤を









の MICは, 接種菌量は 0.01mgでは培地pH5.5で 1.0γ pH6.5及び7.5で 0.5γ,叉
昭和37.9 - 79-

































































制 菌 力 序 列 (強-弱)
























著 者 ISI≧sSSg silM>-"sSdp3･ -SMM










































SIに続いてSP及び SY-1が位 し,次に MS-53
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